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★日本語って難しい！★我社の姉御様に聞いた話です。昔々(？)のお話しで姉御様は香水とかが苦手でいつ

も無香性のものを使っているそうです。その時の同僚に何を使っているのか聞かれ『無香性』と答えたそ

うです。その同僚が『何処に売っているのか』と聞いてきたので『何処にでも売ってるﾖ』と答えたらそ

の同僚は早速ﾄﾞﾗｯｸﾞｽﾄｱに行って店員さんに『これは向う製(外国製)ですか？』と聞いて不思議に思いな

がら買って来たそうです。『無香性』と『向う製』後で大笑いをしたそうですが、まだ外国製品がめずら

しい時代のお話しでした。（わくわくだより編集員・いまだに東京の友人に発音を笑われてしまう Mでした） 

前回の紅茶についての一口知識に続いて今回はコーヒー、紅茶のしみ抜きについての一口知識。 
コーヒー、紅茶をついうっかりこぼしてしまうことがよくありますが、洋服にしみを付けてしまった

ら困りものです。コーヒーや紅茶は染料の代わりに使ったりするくらいですから染着力が強く放ってお

くと取れなくなってしまいます。 
コーヒー、紅茶のしみは、まず第一に早く処置することが肝心です。付いてすぐなら水でも落とせま

すが、炭酸水を使うとさらに効果的です。もちろん糖分の入っていないウイスキーなどに入れる炭酸水

です。これを布にたっぷり含ませてたたくようにしてふき取ります。 
しみの下にはタオルを敷いておき、これに落ちたしみを吸わせるようにします。 
これで一応色は落ちますが、このあと熱いおしぼりでつまむようにして 
ふいておくと安心です。また紅茶の場合は、手近なレモンで応急処置をする 
のもいい方法です。しみをつけたら、なるべく早くレモンでふきます。 
すると、色が薄くなってきます。よくふいたら、あとは前項同様ぬれタオルで 
ふき取るか、つまみ洗いをするとしみはほとんど残りません。 

ポプリポットが玄関先においてあるのは、見た目にもステキで、お招きする方にも 
印象がいいかもしれないですね。さっそく置いてみてはいかがですか？ 

今回は、今年の運をよるするための「不運を遠ざけ、幸運を近づける方法」をご紹介します。 


